
















 

 筋ジストロフィー症における筋電図所見の特徴は,弱随意収縮時の運動単位

活動電位に関し,持続時間の滅少,波形の多相化,振幅の減少など,また最大収縮

においては短い持続の多相性棘波からなる完全干渉型を呈することなどである.

このうち弱収縮時の所見に関しては,1949年のKugelbergの報告以来,定量的方

法により評価されているが,最大収縮時における所見は,検者の視覚的および聴

覚的基準で,主観的に判断や解釈がなされ,客観性に乏しいために比較的軽視さ

れているのが現状である. 


